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１．事例の概要 

初産婦。妊娠３３週、腟分泌物培養検査で、Ｂ群溶血性連鎖球菌（ＧＢＳ）

は陰性であった。妊娠４０週、陣痛開始のため入院し、内診所見では子宮口

開大８ｃｍであった。胎児心拍数陣痛図では、一過性徐脈が認められ、基線

細変動は中等度であった。入院から１時間２８分後、子宮口全開大となり、

人工破膜が行われ、羊水混濁が（＋）で認められた。その後、胎児心拍数陣

痛図では、基線細変動は中等度で、高度変動一過性徐脈と考えられる波形が

反復して認められ、胎児心拍数基線は頻脈であった。子宮口全開大から４４

分後、自然経腟分娩で児が娩出した。臍帯巻絡は認められなかった。 

児の在胎週数は４０週０日で、出生体重は３２００ｇ台であった。臍帯血

ガス分析（動静脈不明）は、ｐＨ７．２９、ＢＥ－７ｍｍｏｌ／Ｌで、アプ

ガースコアは生後１分、生後５分ともに１０点であった。早期母子接触後、

母子同室となった。出生から約６時間後、呻吟様のうなり声、四肢末梢冷感

が認められ、保育器収容後、酸素投与が開始され、その６時間２０分後に酸

素投与は中止となり、再び母子同室した。生後１日、哺乳意欲の低下、発熱、

何となく活気がない状態がみられ、生後２日、血液検査では、ＣＲＰ１８．

１０ｍｇ／ｄＬであり、徐脈が認められ、看護スタッフがタクシーに同乗し

ＮＩＣＵへ新生児搬送された。ＮＩＣＵ入院後、気管挿管され、痙攣発作に
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対してジアゼパムが投与された。細菌培養検査では尿、血液、髄液でＧＢＳ

陽性であり、細菌性髄膜炎およびＧＢＳ敗血症と診断された。生後２１日、

頭部ＭＲＩでは、基底核壊死疑いによる嚢胞変化と診断された。 

本事例は診療所における事例であり、産科医１名と、助産師１名、准看護

師２名が関わった。 

 

２．脳性麻痺発症の原因 

本事例における脳性麻痺発症の原因は、早発型ＧＢＳ感染症により、髄膜

炎および敗血症となり脳神経障害を生じたことによると考える。ＧＢＳの感

染時期および感染経路は、分娩時の垂直感染（子宮内感染や産道感染）の可

能性が高い。 

 

３．臨床経過に関する医学的評価 

妊娠２７週、妊産婦に腹部緊満、下腹部痛の自覚症状が認められた際の対

応は一般的である。妊娠３３週にＧＢＳスクリーニング検査を行ったことは

基準内である。妊娠３７週から胎児監視のためＮＳＴを施行したこと、およ

びその他の妊娠管理も一般的である。 

妊娠４０週０日、妊産婦から陣痛の電話連絡を受けた際の対応、および入

院直後から胎児心拍数モニタリングを施行したことは一般的である。分娩経

過中、連続胎児心拍数モニタリングを施行したことは一般的であるが、胎児

心拍数陣痛図に子宮収縮が明瞭に記録されておらず、分娩監視装置の装着方

法は一般的ではない。子宮口全開大で人工破膜後、胎児心拍数陣痛図ではレ

ベル４（異常波形・中等度）と判断される状況で、酸素投与し経腟分娩とし

たことは選択肢のひとつである。臍帯動脈血ガス分析を実施したことは一般

的である。 
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出生後、経皮的動脈血酸素飽和度を測定しながら早期母子接触を行ったこ

とは基準内である。生後当日、新生児に呻吟様のうなり声と四肢冷感を認め

た際の対応は一般的である。生後１日、哺乳意欲低下、発熱を認めた状況で、

医師への報告や血液検査を実施せず経過観察としたことは一般的ではない。

児に発熱、徐脈、哺乳意欲低下などを認める状況で、すぐに採血検査結果を

確認せず経過をみたことは選択されることの少ない対応である。重症感染症

が疑われる状態の新生児を看護スタッフのみでタクシーで搬送したこと、生

後１日から啼泣が続き哺乳意欲が低下した状態で、新生児に関する医師の記

録が生後２日の新生児搬送決定時刻まで明記されていないことは、いずれも

一般的ではない。 

 

４．今後の産科医療向上のために検討すべき事項 

１）当該分娩機関における診療行為について検討すべき事項 

（１）新生児の全身管理について 

新生児の感染症の症状について習熟しておくことが望まれる。また、

異常を認めた場合、看護スタッフから医師への報告を行うことが望まれ

る。 

（２）診療録の記載について 

発熱、哺乳意欲低下などがあり、なんとなく活気のない状態等、児の

疾病状態が疑われる状況での医師の診察記録が明記されていなかった。観

察した事項、実施した処置および診察者の職種などに関しては、正確に記

載することが望まれる。 

（３）分娩監視装置の装着用法について 

胎児心拍数陣痛図には、子宮収縮波形も正確に記録されるよう、分娩

監視装置のプローブを正しく装着することが望まれる。 
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（４）妊産婦および家族とのコミュニケーションについて 

家族から意見が多くあるため、医療スタッフは妊産婦および家族とよ

り円滑なコミュニケーションが行えるよう努力することが望まれる。 

   

２）当該分娩機関における設備や診療体制について検討すべき事項 

新生児搬送の連携体制について 

出生後に異常を呈した新生児に関して、どのような症状がどの程度認めら

れた場合に新生児搬送を検討するか、自施設での実状に合わせて基準を作成

するなど近隣の高次医療機関へ新生児搬送が円滑に行えるよう、新生児搬送

体制を具体的に整備することが望まれる。 

 

３）わが国における産科医療について検討すべき事項 

（１）学会・職能団体に対して 

ＧＢＳ感染症に関する研究・調査・周知について 

早発型ＧＢＳ感染症に対する疫学的調査・診断・治療に対する知見の

集積が望まれる。特に、「産婦人科診療ガイドライン－産科編２０１４」

に則して、ＧＢＳスクリーニング検査の検体は腟入口部ならびに肛門内

から採取することを産婦人科医に周知することが望まれる。 

 （２）国・地方自治体に対して 

特になし。 

 


